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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表側に表示画面を有する液晶パネルと、該液晶パネルの裏側に配置されたバックライト
と、前記液晶パネル及びバックライトに所定の電力を供給する為の電力供給回路と、該電
力供給回路に過電流が流れることを防止する過電流防止回路と、前記バックライトへの供
給電圧を検出する電圧検出手段とを備えた液晶表示装置において、
　起動時に前記バックライトを除く部分が作動しているか否かを判定する手段と、該手段
が前記部分が作動していると判定したときに、前記電圧検出手段が検出した供給電圧が所
定の電圧範囲内に有るか否かを判定する電圧判定手段と、該電圧判定手段が所定の電圧範
囲内に無いと判定したときに、前記バックライトを点灯する為の電流を所定分削減する削
減手段とを備えていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記削減手段が電流を所定分削減したときに、前記電圧判定手段は、前記電圧検出手段
が検出した供給電圧が前記所定の電圧範囲内に有るか否かを更に判定するように構成して
あり、前記削減手段は、前記電圧判定手段が前記供給電圧は所定の電圧範囲内に有ると判
定する迄、前記電流を所定分ずつ削減するように構成してある請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
　前記削減手段は、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）制御により前記電流を削減するよ
うに構成してある請求項１又は２記載の液晶表示装置。
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【請求項４】
　前記削減手段が電流を所定分削減した場合に、前記電圧判定手段が、前記供給電圧が前
記所定の電圧範囲内に有ると判定したときは、電源電圧が不足していることを前記表示画
面に表示する手段を更に備える請求項１乃至３の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記削減手段が電流を所定分削減した場合に、前記電圧判定手段が、前記供給電圧が前
記所定の電圧範囲内に有ると判定したときは、前記電流の変更を禁止する手段を更に備え
る請求項１乃至４の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトを備えた液晶表示装置、特に、電源電圧が低い場合の起動時の
対処手段を備えた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、小型、薄型、低消費電力を特徴とし、近年ではその表示品位の向上に
より、従来のＣＲＴ（Cathode Ray Tube）に代わるディスプレイとして普及しつつある。
液晶表示装置は、自己発光型のデバイスとは異なり、光源（バックライト）を必要とし、
液晶層の電気光学特性により決定される光透過率を制御して映像を表示する。
【０００３】
　ところで、液晶表示装置はＣＲＴ型表示装置と比較して低消費電力ではあるが、大画面
の液晶表示装置では、搭載されるバックライト装置も大型化し、液晶パネル自体の消費電
力は低いが、バックライトの消費電力が大きくなる。例えば、バックライトにおける消費
電力は、液晶表示装置全体の供給電力の７割以上を占めるとされている。
【０００４】
　従って、電源コードの蛸足配線及び電源コンセントへの接触不良等により、供給電力（
供給電圧）が不足してバックライトが点灯しない状況が発生する。
　供給電力（供給電圧）が不足した場合、その前後でバックライトへの供給電力に変化が
生じないように、電源供給回路が機能する為、結果的にＡＣ１００Ｖの供給電流が上昇す
ることになる。このとき、電流の増加量が大きいと、電源供給回路のトランスの一次側回
路部品の破壊、焼損、発火又はヒューズ溶断が発生する虞がある。その為、トランスの一
次側に所定量以上の電流が流れるのを防止する過電流防止回路（過電流保護回路）が設け
られている。
【０００５】
　過電流防止回路により、ＡＣ１００Ｖの供給電流が抑制されると、結果としてバックラ
イト点灯の為の供給電圧が降下する為、バックライトの点灯制御が正常に機能しなくなり
、バックライトは点灯しない。
　そこで、表示装置の前面キャビネットにＬＥＤ等の小型の報知用ランプを設け、不具合
が発生した場合に報知用ランプを点灯／点滅させることにより、不具合の発生をユーザに
報知していた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平１１－１１２９１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に開示された技術では、報知用ランプの点灯／点滅状態から、その
状態に対応する内容を説明書から探し出さなければ、ユーザは不具合要因を認知できない
。従って、電源コードの蛸足配線による電圧降下が不具合要因であった場合でも、ユーザ
は、サービス業者に修理依頼をしない限り、適切に処理することが困難であるという問題
がある。
　また、バックライトへの供給電力が不足した場合、バックライトが点灯しないことから
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、バックライトひいては液晶表示装置が故障したのではとのユーザ心理が働く。従って、
電源コードの蛸足配線及び電源コンセントへの接触不良等の些細な不具合要因であったと
しても、ユーザは事態を重大に考えてしまうという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたものであり、バックライトへ供給され
る電源電圧の不足時に、バックライトが点灯しない事態を防止することができる液晶表示
装置の提供を目的とする。
　また、本発明は、バックライトへ供給される電源電圧の不足時に、ユーザにそのことを
通知することができる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置は、表側に表示画面を有する液晶パネルと、該液晶パネルの
裏側に配置されたバックライトと、前記液晶パネル及びバックライトに所定の電力を供給
する為の電力供給回路と、該電力供給回路に過電流が流れることを防止する過電流防止回
路と、前記バックライトへの供給電圧を検出する電圧検出手段とを備えた液晶表示装置に
おいて、起動時に前記バックライトを除く部分が作動しているか否かを判定する手段と、
該手段が前記部分が作動していると判定したときに、前記電圧検出手段が検出した供給電
圧が所定の電圧範囲内に有るか否かを判定する電圧判定手段と、該電圧判定手段が所定の
電圧範囲内に無いと判定したときに、前記バックライトを点灯する為の電流を所定分削減
する削減手段とを備えていることを特徴とする。
【０００９】
　この液晶表示装置では、液晶パネルが、表側に表示画面を有し、バックライトが、液晶
パネルの裏側に配置され、電力供給回路が、液晶パネル及びバックライトに所定の電力を
供給する。過電流防止回路が、電力供給回路に過電流が流れることを防止し、電圧検出手
段が、バックライトへの供給電圧を検出する。判定する手段が、起動時にバックライトを
除く部分が作動しているか否かを判定し、判定する手段がバックライトを除く部分が作動
していると判定したときに、電圧判定手段が、電圧検出手段が検出した供給電圧が所定の
電圧範囲内に有るか否かを判定する。電圧判定手段が所定の電圧範囲内に無いと判定した
ときに、削減手段が、バックライトを点灯する為の電流を所定分削減する。
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記削減手段が電流を所定分削減したときに、前記電圧
判定手段は、前記電圧検出手段が検出した供給電圧が前記所定の電圧範囲内に有るか否か
を更に判定するように構成してあり、前記削減手段は、前記電圧判定手段が前記供給電圧
は所定の電圧範囲内に有ると判定する迄、前記電流を所定分ずつ削減するように構成して
あることを特徴とする。
【００１１】
　この液晶表示装置では、削減手段が電流を所定分削減したときに、電圧判定手段は、電
圧検出手段が検出した供給電圧が所定の電圧範囲内に有るか否かを更に判定する。削減手
段は、電圧判定手段が供給電圧は所定の電圧範囲内に有ると判定する迄、バックライトを
点灯する為の電流を所定分ずつ削減する。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記削減手段は、ＰＷＭ制御により前記電流を削減する
ように構成してあることを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記削減手段が電流を所定分削減した場合に、前記電圧
判定手段が、前記供給電圧が前記所定の電圧範囲内に有ると判定したときは、電源電圧が
不足していることを前記表示画面に表示する手段を更に備えることを特徴とする。
【００１４】
　この液晶表示装置では、削減手段が電流を所定分削減した場合に、電圧判定手段が、供
給電圧が所定の電圧範囲内に有ると判定したときは、表示する手段が、電源電圧が不足し
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ていることを表示画面に表示する。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記削減手段が電流を所定分削減した場合に、前記電圧
判定手段が、前記供給電圧が前記所定の電圧範囲内に有ると判定したときは、前記電流の
変更を禁止する手段を更に備えることを特徴とする。
【００１６】
　この液晶表示装置では、削減手段が電流を所定分削減した場合に、電圧判定手段が、供
給電圧が所定の電圧範囲内に有ると判定したときは、禁止する手段が、バックライトを点
灯する為の電流の変更を禁止する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、バックライトへ供給される電源電圧の不足時に、
バックライトが点灯しない事態を防止することができる液晶表示装置を実現することがで
きる。
【００１８】
　また、本発明に係る液晶表示装置によれば、バックライトへ供給される電源電圧の不足
時に、ユーザにそのことを通知することができる液晶表示装置を実現することができる。
従って、ユーザ自身が不具合の原因を認識した上で、不具合を解消する為の対策を取るこ
とができる。例えば、電源コードの蛸足配線による電圧降下が不具合の原因であった場合
には、サービス業者に修理依頼をする迄もなく、適切な処理をユーザ自身で行なうことが
可能である。つまり、些細な不具合によるサービス業者への修理依頼を減少させることが
可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき説明する。
　図１は、本発明に係る液晶表示装置の実施の形態の構成を示すブロック図である。
　この液晶表示装置は、ビデオ入力端子ＶＩＤＥＯ　ＩＮ、又は色差信号入力端子ＹＰＢ
ＰＲ　ＩＮから入力された映像信号が、ＡＶ　ＳＷ回路８で切替え入力される（ＲＧＢ信
号の入力も可能）。ＡＶ　ＳＷ回路８で切替え入力された映像信号は、ＬＣＤ制御回路５
に与えられる。ＬＣＤ制御回路５は、与えられた映像信号をＩＰ(インタレース／プログ
レッシブ)変換し、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）(液晶パネル）６の解像度に応じた
ピクセル数に変換して、ＬＣＤ６に表示させる。
【００２０】
　ＲＯＭ７には、例えば「電源電圧が基準電圧より低くなっている可能性があります。電
源コードの蛸足配線、電源コンセントへの接触不良の可能性があります。電源コードの接
続状態を確認して下さい。」のようなメッセージのＯＳＤ（On Screen Display）信号が
記憶されている。ＲＯＭ７に記憶されたＯＳＤ信号は、マイクロコンピュータ（以下、マ
イコンと記す）３経由でＬＣＤ制御回路５に切替え入力される。
【００２１】
　図示しないコンセントに差込まれたプラグ４ａを通じて、商用交流電力が電源供給回路
（電力供給回路）４に与えられ、電源供給回路４は、商用交流電力を液晶表示装置内各部
に応じた各直流電力に変換して各部へ与える。また、電源供給回路４は、過電流が流れる
ことを防止する過電流防止回路を内蔵している。
　操作部１０は、リモートコントロール装置を含み、電源スイッチを始め、音量、明暗、
輝度、色彩等を設定操作する為のスイッチ類を備えている。電源スイッチの操作信号は電
源供給回路４に与えられ、他の各スイッチの各操作信号はマイコン３に与えられる。
【００２２】
　バックライト制御回路２は、インバータを備え、バックライト１に使用される複数の冷
陰極蛍光ランプ９を点灯する為の電力を供給し、そのオン／オフを制御し、その明暗を制
御する。また、バックライト１に流す電流をＰＷＭ制御により増減制御する。
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　エラー表示部１４は、液晶表示装置に異常が発生したときに、その異常をＬＥＤ等によ
り表示する。
【００２３】
　電流検出器１１は、バックライト１に流れる電流を検出し、検出した電流値をマイコン
３に与える。
　電圧検出器１２（接地端子は省略）は、バックライト１に供給される電圧をバックライ
ト制御回路２の入力端子で検出し、検出した電圧値をマイコン３に与える。
　電圧検出器１３（接地端子は省略）は、バックライト１点灯用以外の各部に印加される
電圧を検出し、検出した電圧値をマイコン３に与える。
　マイコン３は、与えられた各操作信号及び各検出信号に基づき、上記各部を制御する。
【００２４】
　以下に、このような構成の液晶表示装置の起動時の動作の例を、それを示す図２、３の
フローチャートを参照しながら説明する。
　ユーザが操作部１０の電源スイッチを操作して電源がオンになると、マイコン３は、先
ず、電源供給回路４にバックライト１点灯用以外の各部の電源をオンにさせる（Ｓ１）。
次いで、電圧検出器１３が検出したバックライト１点灯用以外の電源電圧Ｖ１を読込み（
Ｓ３）、電源電圧Ｖ１が正常範囲内であるか否かを判定する（Ｓ５）。
【００２５】
　マイコン３は、電源電圧Ｖ１が正常範囲内でなければ（Ｓ５）、エラー表示部１４に、
可能であれば、エラー表示をさせる（Ｓ１９）。
　マイコン３は、電源電圧Ｖ１が正常範囲内であれば（Ｓ５）、バックライト制御回路２
に、バックライト１点灯用の電源をオンにさせる（Ｓ７）。次いで、電圧検出器１２が検
出したバックライト１点灯用の電圧（供給電圧）Ｖ２を読込み（Ｓ９）、電圧Ｖ２が正常
範囲内であるか否かを判定する（Ｓ１１）。
【００２６】
　マイコン３は、電圧Ｖ２が正常範囲内であれば（Ｓ１１）、電流検出器１１が検出した
バックライト１点灯用の電流Ｉ１を読込み（Ｓ１３）、電流Ｉ１が正常範囲内であるか否
かを判定する（Ｓ１５）。電流Ｉ１が正常範囲内であれば（Ｓ１５）、液晶表示装置は正
常に起動し作動しているとして、その状態を保持する（Ｓ１７）。
　マイコン３は、電流Ｉ１が正常範囲内でなければ（Ｓ１５）、エラー表示部１４以外の
電源をオフにし（Ｓ２１）、エラー表示部１４にエラー表示をさせる（Ｓ２３）。
【００２７】
　マイコン３は、バックライト１点灯用の電圧Ｖ２が正常範囲内でなければ（Ｓ１１）、
バックライト制御回路２にＰＷＭ制御によりバックライト１点灯用の電流を所定分削減さ
せ（Ｓ２４）、バックライト１の点灯動作を実行させる（Ｓ２５）。
　ここで、バックライト制御回路２が、バックライト１点灯用の電流を削減する所定分と
は、図４に示すように、通常設定されている点灯電流値から液晶表示装置の視認可能な最
低輝度を確保する点灯電流値迄の差分量をＮ等分した電流分とする（Ｎは自然数、図４で
はＮ＝３）。
　尚、本実施の形態では、バックライト１点灯用の電流を削減する所定分を一定量として
いるが、一定量でなくても良い。例えば、電流を削減する都度、削減する電流分を小さく
して行っても良い。
【００２８】
　マイコン３は、次に、電圧検出器１２が検出したバックライト１点灯用の電圧Ｖ２を読
込み（Ｓ２７）、電圧Ｖ２が正常範囲内であるか否かを判定する（Ｓ２９）。電圧Ｖ２が
正常範囲内であれば、バックライト１が点灯したとして、バックライト制御回路２に、そ
のときのバックライト１点灯用の電流値を保持させ（禁止する手段）、操作部１０での輝
度変更操作を受付けさせないで、輝度を固定させる（Ｓ３１）。
　マイコン３は、次に、ＬＣＤ制御回路５に、例えば「電源電圧が基準電圧より低くなっ
ている可能性があります。電源コードの蛸足配線、電源コンセントへの接触不良の可能性
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があります。電源コードの接続状態を確認して下さい。」のようなメッセージのＯＳＤ信
号をＬＣＤ６に表示させる（Ｓ３３）。
【００２９】
　マイコン３は、電圧検出器１２が検出したバックライト１点灯用の電圧Ｖ２が、正常範
囲内でなければ（Ｓ２９）、電流検出器１１が検出したバックライト１点灯用の電流Ｉ１
を読込む（Ｓ３５）。次いで、電流Ｉ１が、視認可能な最低輝度を確保する点灯電流値に
基づき設定された設定値以下であるか否かを判定する（Ｓ３７）。
　マイコン３は、電流Ｉ１が設定値以下であれば（Ｓ３７）、バックライト１が点灯する
可能性はないとして、エラー表示部１４以外の電源をオフにし（Ｓ２１）、エラー表示部
１４にエラー表示をさせる（Ｓ２３）。
【００３０】
　マイコン３は、バックライト１点灯用の電流Ｉ１が設定値以下でなければ（Ｓ３７）、
バックライト制御回路２にＰＷＭ制御によりバックライト１点灯用の電流を所定分削減さ
せ（Ｓ２４）、バックライト１の点灯動作を実行させる（Ｓ２５）。
　尚、本実施の形態では、バックライト１の光源を冷陰極蛍光ランプ９としているが、他
の発光管であっても良く、例えばＬＥＤであっても良く、光源の種類について限定される
ものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置の起動時の動作の例を示すフローチャートである。
【図３】図１に示す液晶表示装置の起動時の動作の例を示すフローチャートである。
【図４】バックライトの電流－輝度特性を示す特性図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　バックライト
　２　バックライト制御回路（削減手段）
　３　マイクロコンピュータ（判定する手段、電圧判定手段、禁止する手段）
　４　電源供給回路（電力供給回路、過電流防止回路）
　４ａ　プラグ
　５　ＬＣＤ制御回路
　６　ＬＣＤ（液晶パネル）
　７　ＲＯＭ
　８　ＡＶ　ＳＷ回路
　９　冷陰極蛍光ランプ
　１０　操作部
　１１　電流検出器
　１２　電圧検出器（電圧検出手段）
　１３　電圧検出器
　１４　エラー表示部
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